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「ゆる」 概念からさぐる地域コミ ュニティ再構築への取り組み
一加東市の事例をもとに一 
The concept of “Yuru”as a tool for restructuring local communities.-Based on a case study of Kate City-
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本研究は、 「平成の大合併」 を経験した加東市の 「ゆるキヤラ」 に関連する事業を事例と して取り上げ、 地域コミ ュニ
ティの再構築の取り組みをさぐることを目指したものである。 調査方法は、 市役所、 商工会議所へのイ ンタビューである。 
その結果、 同市のキャラクター 「加東伝の助」 事業の 「ゆるキヤラ」 と しての展開は、 当初の計画にはなく、 事業の発展
そのものも多 く の人の参加による、 意図せざる効果の連鎖であったことが明らかになった。 加東市の取り組みは、 「故郷
喪失」 と 「場所への帰属」 という地域コミ ュニティの抱える矛盾の中で、新しい状況や活動を創出する 「拡張による学習」
と してとらえることができる。 さらにこう した 「学習」 が成立した要因と しての 「ゆる」 概念について 「弱さを強みに変
えること」、 および 「周縁性を生かすこと」 の二点から検討した。 
キーワード: ゆる, 地域コミ ュニティ, 拡張による学習, 弱い紐帯の強み
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1 . 問題 : いま、 なぜ 「ゆるキヤラ」 か?
ゆるキヤラブー ムと言われる現象がある。 新聞やテレ
ビなどのマスメ ディ アはもちろん、 身近な地域のイベン
ト、 文具や食品のパッケージなど生活の様々な場面でユ
ニークな外見を持ったキャラクター、 いわゆる 「ゆるキヤ
ラ」 を目にすることが多く なった。 その多くは、 自治体
の PR キャラク ターと して制作されたものだが、 近年で
は大学や企業、NP0 法人等にも、 ゆるキヤラを取り入
れよう とする動きが広がっている。 代表的ゆるキヤラで
ある熊本県の 「く まモン」 は、2012年上半期だけで、
118億円もの関連商品の売り上げを記録した (朝日新聞
2012.12.28)。 もはや、 その経済効果は、 ゆるく ない。
それでは、 いま、 なぜ、 ゆるキヤラなのだろう か。 現
代社会にゆるキヤラが受け容れられ、 脚光を浴びる背景
には、 何らかの社会の変化があるはずである。 この問題




近年、 地域社会をめぐって、 大きな動きがあった。 平
成16年に自民 ・ 公明党政権によって打ち出された 「三位
一体の改革」 である。 同改革は、 地方の自立と責任の確
立を目指したものとされる。 しかし、 地方交付税の改革
に伴い、各自治体は財政的な困難を抱えることになった。 




財政状況を乗り切ろう とするねらいもあった。 一方、 住
民の視点からみると 「新しく生まれた自治体に帰属意識
を持ち、 そこからさらに参加意識を持つことは容易では









②平成の大合併に伴う、 地域への帰属意識 ・ 参加意識
の低下
③少子高齢化
これらの課題に対応し、 地域コミ ュニティ を再構築し
ていく ことが、 現代の地域社会に求められているのであ
る。 
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ただし、 これから求められるコミ ュニティづく りは、
かつての農村型コミ ュニティ(ムラ社会) への回帰では






本研究は、 地域コミ ュニティ における新しいつながり
方の模索を 「ゆる」 概念を手がかりに探るものである。 
これは、 個人の自発性や能動性、 すなわち 「がんばり」









を探るに先立ち、 まず 「ゆるキヤラ」 という概念の明確
化を試みる。
「ゆるキヤラ」 という コンセプト を初めて提唱した漫





ただし、 この 「三か条」 だけでは、 ゆるキヤラかどう
か、 判定に困る対象が存在する。 例えば、 「タウンペー
ジ君」 のよう な企業のキャラク ター、 「たれパンダ」 の
よう な商業キャラク ター、 さらには、 「ご当地ヒーロー」
と呼ばれる、 ゆるく はないキャラク ターなどである。
この点に関し、 秋月(2010) は次のようにゆるキヤラ
を再定義した。 すなわち 「地域振興等、 商業的な目的か
ら開放されたとこ ろでデザイ ンされた結果、 ある一定の
『ゆるさ』 や不安定かつユニークな動きを備えるに至っ




く ない。 商業目的を除外すると、 ゆるキヤラと地域コミ ュ
ニティ再構築との関連を探ることが困難になる。







類似である (大堀2002)。 つまり 「ゆるキヤラ」 概念に
明確な境界線はなく 、 商業キャラクターや企業キャラク













本研究では平成の大合併により、 社町 ・ 滝野町 ・ 東条








かし、「行政支援が充実」 はわずか2 %であった。 こう
した実態に対応すべく、加束市は町づく りの重点課題と
して、 観光 ・ 文化の推進、 地元産業の振興を掲げている。 
「地域経済は地域で考える」 という視点である。
また、 住民の帰属意識、 コミ ュニティの参加意識とい
う面においても加東市は課題を抱えている。 例えば、 中
学生を対象と した意識調査では、 次のよう な結果となっ
ているo
まちづく りについて 「大いに関心がある」 は5.0%
と低く、 「あまり関心がない」 と 「まったく 関心が
ない」 を合わせると54.0%となっている。(中略)
まちづく りへの参加の意向についても 「どちらとも




といえる。 加東市の事例を通して、 地域コミ ュニティの
再構築に関する知見を得ることが期待できる。
本研究は、 加束市の商工会議所や加束市役所企画政策
課へのイ ンタ ビューをもとに、 地域コミ ュニテイ一作り
「ゆる」 概念からさぐる地域コミ ュニティ再構築への取り組み
を検証する。 当初、 想定したイ ンタ ビューの項目は次の
通りである。
A. ゆるキヤラを活用した事業(以下、 「事業」 と
記述) の目的と経過について
B. 事業の展開について
産業振興 / 教育 / 福祉 / その他
c . 事業の成果と課題、 および今後の展望について
なお、 イ ンタ ビューにおいては、 ゆるキヤラを活用 し
た事業のみに限定せず、 それに関連する事業 ( ご当地グ
ルメ等) についても聞き取り を行う ことにした。 これは
前節で述べた 「家族的類似」 の考え方に基づく。
さらに、 ゆるキヤラを活用した市内のイベントについ
ても参加し、 観察を行った。 その上でイ ンタ ビューや観
察の内容について、 グループで討議し、 主に地域コミ ュ
ニティ論や活動理論の観点から意義づけした。 












で、 マスコ ツ トキヤラクタ一 を全国から募つた結果、 下
は 7 歳から上は73歳までの157点の応募があった。 市役
所外部のメ ンバーで構成された審査委員会により、 その
中から 「加東伝の助」 が誕生した(以下 「伝の助」 と記
述)。 作者は市外在住の、 イラスト を描く ことを趣味と






伝える、 夢と元気を伝えること」 とされていた。 市内の
さまざまなイベントに出演し、 産業の分野では、 加東市
特産品の PRをし、 観光協会が企画した伝の助グッズも











の助」 が、 あたかも人と して存在しているかのよう に扱
われ、 イ ンタ ビュー中の我々もまた、 「伝の助」 を人で










る) への参加である。 これによって、 「伝の助」 のつと
めの幅も、 市内での活動から 「加東市の良いところを全
国に伝える」 という よう に全国へと大きく広がった。 
「全国のキャラ ク ターと接するこ と で、 キャラ ク ターや
付添人の動きについて大変勉強になりました」。
当初の計画にはなかったと思われる 「ゆるキヤラまつ
り」 への参加により、「伝の助」 は、加東市の 「マスコツ
トキヤラクタ一」 から 「ゆるキヤラ」 と して認知される
こととなったのである。 これを機に市関係者の意識も変
わっていった。 「行政と して、 『伝の助』 を作り っぱなし
ではなく、 今後も何か新しいことを次々と企画していき
たい」 と東谷氏。 
(4) 新たな展開をしていく 「伝の助」 の活動
「伝の助」 の活動は行政からの企画によるものにと ど
まらない。 加東市商工会も、 「伝の助」 を使っての地域
の活性化をめざし、 「伝の助カード」 を作成している。 
「加東市カード会」 に加入している52店舗での買い物に
より、 ポイ ントがカードに加算されていく という もので
ある。 「固定客化、 集客力アップ、 消費の流出防止、 加
盟店間の連携強化をねらっています」 (加束市商工会地
域支援課・ 加藤幸雄氏)。
さらに、 商工会では、 「伝の助」 だけでなく、 地域活
性のツールと しての 「ご当地グルメ」 の開発をめざした
「グルメ コンテスト」 を平成23年度より実施している。 
先に述べたよう に、 「ご当地グルメ」 もまた 「ゆるキヤ
ラ」 と関連するコンセプトである。
「グルメ コンテストの実施前、 加東市の特産品は、 山
の芋、 山田錦、 滝野なす、 というようにある程度見えて
いました」(加束市商工会地域支援課・ 後藤泰樹氏)。 し
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かし、 グルメ コ ンテスト で選ばれ実際に商品化された
「加東シヨコラ」、 「三草茶う どん」 からは、 それまで思
いもしなかった茶が特産品として新たに見えてきたので







わった。 従来型の 『国家や家族中心の発想』 でもなく、
『個人単位の発想』 でもない、 『第三の立場』 が必要であ
り、 それが 『緩やかなつながり= ネットワーク』 志向の
社会である」(奈須・ 諸富 2011, pp 39-40)。
加東市は、平成18年の合併が契機となり、 地域の活性
化をめざすとともに、 新しい地域コミ ュニティ を形成し
ていかなければならない状況にあった。 今回取材した、
行政による 「伝の助」 の制作と企画、 商工会による 「グ









を感じるとともに、 意図的に作り出していく ことが、 こ
れからの地域コミ ュニティの形成を考えていく上で鍵と
なつていく だろう。 加束市の場合、 「ゆるギヤラ(伝の
助)」、 「グルメ コンテスト」 は、 関係者にとって予期せ
ざる結果を産み出す元となった起爆剤であり、 人と人と
をゆるやかにつなげるコミ ュニケーショ ン ・ メ ディ アの
一つになっていたとも言える。
後藤氏は言う。 「人 ・ モノ ・ 金とよく言うが、 大変な
のは、 人とのつながり をつく ることだった。 最終的には
人であり、 事業を進めるう ちに、 しだいに加東市を元気






くい」(山崎 2012, p i t)。
ゆるすぎず、 きつすぎない、 ちよう どいい加減でのつ
ながり を模索していく ことがこれからの時代に求められ
る一つのあり方ではないだろうか。 
5 . 総合考察 : ゆるキヤラ現象から学ぶ




めてコミ ュニティ という理念について整理し、 その抱え
る問題について述べることにしたい。
広井 (2009) によれば、 「人間の社会は最初から個体
ないし個人が 『社会(集団全体)』 に結びつく のではな
く、 その間に中間的な集団を持つ」 したがって、 コミ ュ
ニティの本質的な意味とは 「重層社会における中間的な
集団」 である。 つまり、 コミ ュニティ とは個人一社会間
の緩衝地帯であり、 イ ンターフェイスでもある。 英国の







でもある。 コミ ュニティは長らく 社会と緊張関係に
あり、 最近では、 近代国家に対する失望によって、
多 く の人々が、 政治の基盤と してコミ ュニティの復
活に希望を託すよう になっている (デラ ンテイ
2006, p260)
ここからも中間的な集団と してのコミ ュニティの重要
性をみることができる。 すなわち、 コミ ュニティは人に
安心感を与えるとともに、 より大きな社会(国家) に対




「中間集団」 と してのコミ ュニティのあり方を大きく揺
さぶった。 合併とは単に行政の区割りが変わることでは




ある。 河井 (2009b) は情報化にともなう コミ ュニティ








しかし、 メ ディ ア、 とりわけイ ンターネ ッ ト をイ
「ゆる」 概念からさぐる地域コミ ュニティ再構築への取り組み
ンフラとするメ ディ アは、 それらの安心の繭を貫い
てしまう。 そして、 個人としての市民を、 地理的範
囲を超えて多様な関心連携に連れ去ってしまう。 そ
のよう な状況をコミ ュニティが交雑、 重層化するハ
イ ブリ ッ ド ・ コミ ュニティ という状態と して考える
ことができる。
これにより 「一定の地理的範囲」 と 「関心連携」
の間で大きなずれが生じる。 同心円を前提としてき




ミ ュニティは成立しがたく なる。 人々の関心が多様化す
るとともに、 コミ ュニティ と しての関心連携は薄れてし
まう。 現代において人々をつなぎとめているのは、 場所
への帰属ではなく 、 ソーシャルネ ッ トワークサービスに
代表されるメ ディ アなのである。 このよう な現状の中で、
地域コミ ュニティに参加し、 一定の役割を果たすことは
重荷として感じられてしまう。 人々は個人としての関心
事を追求することにより重きをおく からである。 メ ディ
アの発達により、 デラ ンテイの言う とこ ろの 「自由、 個
人主義、 理性」 が貫徹されたのである。
こう した現状を伊藤(2013) は、「故郷喪失」 として
とらえる。 この概念は、 哲学者ボルノ ー によって提唱さ
れたものである。 さらに、伊藤(2013) は、 コミ ュニティ













ここでいう 「移動性の高まり」 とそれに伴う 「抽象的
空間の拡大」 は、 先に引用した河井(2009b) の 「ハイ
ブリ ッ ド ・ コミ ュニティ」 に該当する。 つまり、 伊藤
(2013) もまた、「中間集団」 としてのコミ ュニティの崩
壊について述べつつ、 それに対応する途を探っているの
である。 一方では、 こう した 「故郷喪失」 の現状を是認
し、 自由や理性の拡大として積極的に評価する主張も成
り立つ。 他方では、 新たなる 「故郷(ホーム)」 を回復
する実践を提案するという主張もあり得る。 しかし、 地





である。 同様に、新たに成立した 「加束市」 に対して以
前と同じような帰属意識を求めていく ことも困難だろう。 
だからといって、 中学生の半数以上が 「まちづく り」 に
関心を持てない現状を看過することもできない。 ここで




前節では、 コミ ュニティ論の観点から 「故郷喪失」 か







い活動の構造 (新しい対象、 新しい道具、 などを含








失」 と 「場所への帰属」 が潜在する内的矛盾であった。 
こう した矛盾が平成の大合併という事態の中で、 あらた
めて顕在化したといえるだろう。 ここで求められている
ことは、 二者択一を乗り越えて、 新たなコミ ュニティの
形態を模索することである。 これはエンゲストロー ムの




先の引用箇所で、 エ ンゲストロー ムは、 「拡張による




う 「もの」 を生産しただけではない。 市民が参加する各
種イベントに、 市民自らキャラクターを活用しているこ
とが重要である。 「伝の助」 関連の事業は、 市民による
新たな街づく り活動を生産するための活動になっている
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のである。 しかも、 一連の活動は、 当初から計画された
ものではない。活動が次の活動を呼び込むような形で次々
と創発されているのである。 こ う した活動は 「野火






「活動を生産する活動」 は、 コミ ュニティ デザイ ンの
分野における 「コンテンツからコンテクストへ」 の動き
に該当する。(地域デザイ ン学会・ 原田2013) ここでい
う、「コンテンツ」 とは、 いわゆる 「ハコモノ(施設)」
地域の特産物、 あるいは、 イベントである。 コンテンツ
を生産しただけでは、 新たな状況を生み出すことはでき
ない。 いわゆるハコモノ行政の問題点である。 それに対
し、 コンテクストとは人やモノ ・ 情報がつながり組み立
てられるための 「しかけ」 「仕組み」 である。 「加東伝の
助」 は最初 「マスコ ツトキヤラクタ一」 と してすなわち
「コンテンツ」 と して出発した。 今では 「ゆるキヤラ」
と して、 認知されている。 これは、 単に名称がかわった
だけではない。 全国的な規模の 「ゆるキヤラまつり」 の
参加や 「ご当地グルメ」 との関連など、 様々な活動を創
発する 「仕組み」 として機能するようになったことを意
味している。 「伝の助」 は人と人をつなぐための 「コン
テクスト」 として成長しつつある。 
(3) ゆる概念の明確化一弱さの持つ 「強み」 -
前節では、 ゆるキヤラを活用した事業を 「拡張による
学習」 という観点からとらえた。 同概念は、 現実の矛盾
の中から新たな状況を創り出す学びをとらえたものであ
る。 ただし、 加東市の事例における関係者の姿は、 現実
の矛盾や葛藤に対峙する悲壮感とは全く異なったもので
あった。 イ ンタ ビューから明らかになったのは、 それぞ
れの関係者が感じている楽しさや事業の展開への期待、
そして遊び心であった。 では、 こう した楽しさや遊び心
の源泉になったものは何だろう か。 本研究ではそれを
「ゆる」 概念と してとらえる。 現実を深刻にとらえすぎ





ず本節では 「弱さを受容し、 強みに変えること」 として




に認知されるよう になったのは、 その 「つたなさ」 や
「残念さ」 が面白さと して捉えられたことに始まる。 つ
まり、 キャラクターの持つ脆弱性が 「誘発する力」 となっ
たのである。 こう した、「脆弱性」 を河井(2009b) は、
「ウ' ァルネラ ビリ テイ」 と規定したう えで、 次のよう に
述べている。
それによって 「彼女なら、 彼なら話を聞いてく れる」
という情報の受容力が生まれる。 あまりに強い人は
自ら問題を解決し、剛直に自らを主張するであろう。









人として重要な能力となる (河井2009b, pp 27-28)。
つまり、 地域における情報を編集し、 住民の参加を促
すためには、 脆弱性が必要なのである。 本事例において
は、 まず 「伝の助」 事業を計画的に展開し過ぎなかった
こと、 つまり発展の余地を開けたことが脆弱性に該当す
る。 さらに、 「伝の助」 使用の規則をゆるく し、 誰でも
が参加できるようにしたことも誘発力として働いた。 だ







「よそもの ・ わかもの ・ ばかもの」 という 地域活性化
のキーワードがある。(河井2009b ; 浅岡2009) これは、
地域活性化のキーパー ソ ンが、 コミ ュニティ と ってしば
しば周縁にいる人物であることを指す。 これは、社会ネッ
トワーク理論における 「弱い紐帯の強み」 と対応する。 





要がある。 そして、 こう してもたらされた社会的移動は、
マクロ社会的に見れば、 異なるネットワーク間を橋渡し
する 「凝集性」 を持つとされる。 リ ン(2008) は、 グラ
ノ ヴェ ターの理論をもとに、 こう した異なるネッ トワー
クを橋渡しする個人は、 集団の周縁にいることを指摘し
「ゆる」 概念からさぐる地域コミ ュニティ再構築への取り組み
ている。 つまり、 「周縁にいる立場」 という弱さは、 コ
ミ ュニティ を開く という強さにもなりう るのである。
加東市においては、 ご当地グルメ と しての 「三草茶う
どん」 が、 周縁性を生かした事例である。 当初、 ご当地
グルメの企画者たちには 「三草茶」 は知られていなかっ
た。 これが、 加東市の名産と して発見されたのは、 この
イベントに多くの市民の参加することで、多様な情報が
集まったためである。 つまり、 これは 「弱い紐帯」 を生
かした事例といえよう。 さらに、 メニューの創作にはア
マチュアの参加が大きな役割を果たしていた。
ゆるキヤラは 「よそもの ・ わかもの ・ ばかもの」 とい
う周縁性を可視化したものと解釈することができる。
まず、 「よそもの」 性について考える。 全国的にみる
と 「ゆるキヤラ」 の価値は、 コミ ュニティの外部にいる











そして、 ゆるキヤラは、 それを使って 「遊ぼう」 「何
かをしてみよう」 という誘引力を持つ。 これは、 「子ど
もになること」 すなわち 「ばかもの」 性への誘発だとい
える。
先にも述べたように、 現代の地域コミ ュニティにおけ
る 「故郷喪失」 という状況は、 人々を周辺的な位置に追
いやったともいえる。 コミ ュニティの再構築は、 地域と
いう 「場所」 の変容と同時に、 人々が周辺化されている
状況をも前提としなければならない。 コミ ュニティ再構







先に引用したよう に、 エンゲストロームによれば 「伝
統的な学校教育は、本質的には主体を生産する活動」 で
ある。 そこから新しい状況が生み出されることは、 きわ
めて困難である。 一方、 これまで述べてきた、 コミ ュニ
ティの変容は、 学校教育についてもあてはまる。 子ども
と社会を媒介する 「中間集団」 としての学校 ・ 学級の機
能は弱まっている。 われわれは、 コミ ュニティ と しての
学校をどう再構築するかという課題に直面している。 も
ちろん、 学校の再構築は過去への回帰ではない。 学校に
おいても 「故郷喪失」 と 「場所への帰属」 の二者択一で
はなく、 新たな状況がつく りだされなければならない。 
いいかえれば学校においても 「拡張による学習」 が具現
化される必要がある。
一方、 佐藤 (1996) は、「学びの共同体」 論の中で学
校が地域社会に向けて果たすべき役割を 「地域に拡散す
る文化を吟味し、 意味づけ関連づけて、 コミ ュニティ を
創出すべき立場」 と して述べている。 つまり、 コミ ュニ
ティの中における学校の役割を考えることもまた重要な
課題である。 したがって、 コミ ュニティ と学校との関連
を考えるとき 「コミ ュニティ と しての学校」 「コミ ュニ
ティにおける学校」 という二重の課題を考える必要があ
る。 こう した、 二重の課題について、 本研究で考察した
「ゆる概念」 はどのよう に適用されるだろう か。
まず、 学校における子どもたちもまた、 脆弱性を持つ
がゆえに誘発する存在だという ことに注意を促したい。 





た。 そう した効果は、「伝の助」 が、多くの人の遊び心
を誘発したことに起因すると考えられる。 学校もまた、
地域の人々の遊び心を誘発することにより新たな展開が
可能かもしれない。 これは、 地域の人々が 「子どもになっ
て、 子どもとともに、 学校を使って何かをする」 ことで







例でみたよう に、 遊び心に満ちたものになるだろう。 つ
まり、 地域の再構築に向けて、 子ども自身が 「よそもの・ 
わかもの ・ ばかもの」 と して参画するのである。 これに
よって、 子どもたちの学びを 「主体を生産する活動」 か
ら 「活動を生産する活動」 に転換していく ことも可能で




(註 1 ) 本論文は、 平成24年度 「教育コミ ュニケーショ
ン実践論」 の授業における共同研究および発表をも
宮元 博章 中間 玲子 有吉 美咲 石井 聡 岡本 恵太 桑平 英治 戸田 早苗
とに加筆修正したものである。
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